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東
北
大
学
准
教
授

阿
南
友
亮

あ
な
み
　
ゆ
う
す
け

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
東
京
成
徳
大
学
講

師
な
ど
を
経
て
、二
〇
一一
年
よ
り
現
職
。
博
士（
法

学
）。
共
著
に
『
救
国
、
動
員
、
秩
序 

変
革
期

中
国
の
政
治
と
社
会
』『
岐
路
に
立
つ
日
中
関
係
』

な
ど
。

人
民
解
放
軍
考

―
―
党
軍
の
「
意
図
」
と
「
能
力
」
の
乖
離
を
読
み
解
く

覇
権
交
代
の
壮
大
な
シ
ナ
リ
オ
と
、
そ
れ
を
進
め
る
軍
備
の
強
大
化
。

そ
ん
な
脅
威
論
と
は
裏
腹
に
、
共
産
党
は
自
身
の
足
下
が

揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
。

急
速
な
軍
拡
の
意
図
を
「
党
軍
」
の
論
理
か
ら
分
析
し
、

そ
の
「
能
力
」
を
冷
静
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
過
大
な
脅
威
認
識
を
退
け
る
。

　

近
年
、
中
国
人
民
解
放
軍
に
関
す
る
記
事
や
報
道
を
目
に
す
る
こ
と

が
と
み
に
多
く
な
っ
た
。
解
放
軍
が
導
入
を
進
め
て
い
る
空
母
や
独
自
に

開
発
し
て
い
る
と
さ
れ
る
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
は
、
軍
事
専
門
誌
に
と
ど
ま

ら
ず
、
全
国
紙
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

中
国
台
頭
論
が
世
界
的
に
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
日
中
間
の

緊
張
・
摩
擦
を
増
幅
さ
せ
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
と
い
う
国
際
情
勢
に

鑑
み
れ
ば
、
日
本
国
内
で
解
放
軍
の
動
向
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
は
不

思
議
な
現
象
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
昨
今
の
解
放
軍
の
動
向
に
関
す

る
報
道
は
、
個
々
の
事
象
が
充
分
に
吟
味
さ
れ
な
い
ま
ま
、
短
絡
的
に
中

国
台
頭
論
や
中
国
脅
威
論
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
中
国
の
空
母
を
め
ぐ
る
報
道
で
は
、
あ
た
か
も
空
母
が
配

備
さ
れ
れ
ば
、
解
放
軍
の
パ
ワ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
（
戦
力
の
遠
方
展

開
）
能
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

の
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
が
変
容
す
る
と
い
っ
た
認
識
を
前
提
と
し
た

議
論
が
目
立
つ
。
し
か
し
、
解
放
軍
の
空
母
が
既
存
の
国
際
秩
序
に
い
か

な
る
影
響
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
問
題
の
結
論
を
導
き
出
す
た
め
に
は
、

詳
細
か
つ
多
角
的
な
分
析
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。具
体
的
に
い
え
ば
、

空
母
そ
の
も
の
の
性
能
と
就
役
す
る
隻
数
、
空
母
の
運
用
に
関
す
る
専
門

知
識
・
技
能
・
経
験
を
持
っ
た
専
門
家
の
質
と
人
数
、
艦
載
機
の
性
能
お

よ
び
そ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
技
能
と
経
験
、
空
母
を
護
衛
す

る
駆
逐
艦
や
潜
水
艦
の
性
能
、
個
々
の
艦
艇
を
組
み
合
わ
せ
た
艦
隊
運
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用
に
関
す
る
技
能
と
経
験
、
周
辺
諸
国
の
対
抗
措
置
な
ど
、
考
慮
せ
ね
ば

な
ら
な
い
事
項
は
多
岐
に
及
ぶ
。

　

解
放
軍
に
限
ら
ず
、
軍
隊
と
い
う
も
の
を
評
価
す
る
際
に
は
、
他
の
軍

隊
と
の
比
較
や
そ
の
軍
隊
の
過
去
、
現
状
、
中
・
長
期
的
展
望
を
考
慮
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
特
定
の
軍
隊
に
関
す
る
評
価
は
、
本
来
、

相
対
的
か
つ
予
測
可
能
な
シ
ナ
リ
オ
が
幾
つ
も
併
存
す
る
と
い
う
形
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

軍
事
研
究
の
分
野
で
は
、
特
定
の
軍
隊
を
評
価
す
る
際
に
し
ば
し
ば

「intention &
 capability

」、
日
本
語
に
言
い
換
え
れ
ば
「
意
図
と
能

力
」
と
い
う
分
析
の
枠
組
み
を
用
い
て
そ
の
軍
隊
の
実
態
や
志
向
性
を

割
り
出
す
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の「
意
図
」と
は
、

そ
の
軍
隊
の
主
た
る
戦
略
目
標
を
意
味
し
、「
能
力
」
と
は
、
そ
の
軍
隊

の
作
戦
遂
行
能
力
を
意
味
す
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
ま
ず
特
定
の

軍
隊
の「
意
図
」を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、そ
の「
意
図
」に
必
要
な「
能

力
」
を
兼
ね
備
え
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、「
意
図
」
に
基
づ
い
て
今
後
ど
の

よ
う
な
「
能
力
」
を
身
に
つ
け
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
分
析
を

お
こ
な
う
。

　

解
放
軍
の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
は
、
ま
ず
解
放
軍
の

「
意
図
」
と
「
能
力
」
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
大
前
提
の
作
業
と
な
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
展
望
に
関
す
る
所

見
を
述
べ
た
い
。

共
産
党
一
党
支
配
体
制
の
守
護
神

　

現
在
の
解
放
軍
の
「
意
図
」
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
解
放
軍
が
そ
も

そ
も
い
か
な
る
軍
隊
で
あ
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
解
放
軍

の
基
本
的
性
格
を
誤
解
す
る
と
、
解
放
軍
の
「
意
図
」
も
誤
解
さ
れ
る
可

能
性
が
高
く
な
る
。

　

解
放
軍
は
、一
九
二
七
年
の
創
立
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
中
国

共
産
党
直
属
の
武
装
組
織
と
い
う
基
本
的
性
格
を
維
持
し
て
き
た
。
つ
ま

り
、
解
放
軍
は
、
事
実
上
国
家
に
属
す
る
「
国
軍
」
で
は
な
く
、一つ
の
政

党
に
属
す
る
「
党
軍
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
軍
隊
は
、
も
と
も
と
中
国
国
民

党
に
よ
る
共
産
党
の
弾
圧
に
対
抗
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
、
四
九
年
に
中

華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
て
以
降
は
、
共
産
党
の一党
支
配
体
制
に
対
す
る

中
国
内
外
か
ら
の
脅
威
に
備
え
る
こ
と
を
最
重
要
の
使
命
と
し
て
き
た
。
こ

れ
は
、
共
産
党
の
支
配
に
反
対
す
る
の
で
あ
れ
ば
中
国
の一般
民
衆
も
ま
た

解
放
軍
の
敵
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
実
際
に
八
九
年

の
第
二
次
天
安
門
事
件
で
は
、
解
放
軍
が
中
国
の
民
衆
に
銃
口
を
向
け
る

と
い
う
事
態
が
生
起
し
た
。

　

中
国
共
産
党
内
部
で
は
、
解
放
軍
を
党
、
国
内
政
治
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

か
ら
切
り
離
し
、
国
家
に
属
す
る
政
治
的
に
中
立
な
専
門
職
業
集
団
に
変

容
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
一
九
五
〇
年
代
や
八
〇
年
代
に
み
ら
れ
た
が
、

こ
う
し
た
動
き
は
そ
れ
ぞ
れ
文
化
大
革
命
と
天
安
門
事
件
に
よ
っ
て
頓
挫
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し
た
。
こ
の
た
め
、
中
国
に
は
米
国
の
国
防
総
省
や
日
本
の
防
衛
省
に
相
当

す
る
国
防
部
と
い
う
組
織
が
国
務
院
の
な
か
に
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
多

分
に
名
目
的
な
存
在
に
す
ぎ
ず
、
解
放
軍
は
、
あ
く
ま
で
中
国
共
産
党
中

央
軍
事
委
員
会
お
よ
び
そ
の
隷
下
の
解
放
軍
総
部
（
総
参
謀
部
、総
政
治
部
、

総
後
勤
部
、
総
装
備
部
）
に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
解
放
軍
の
幹
部
の
大
半
は
、
共
産
党
員
で
あ
り
、
共
産
党
の
一
党

支
配
体
制
下
で
形
成
さ
れ
た
既
得
権
益
に
深
く
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　
「
党
軍
」
と
い
う
性
格
を
持
っ
た
解
放
軍
の
「
意
図
」
は
、
共
産
党
の
一

党
支
配
体
制
と
既
得
権
益
の
死
守
と
い
う
不
動
の
前
提
に
立
脚
し
て
読
み

解
く
必
要
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
解
放
軍
の
「
意
図
」
は
、「
中
国
共
産

党
の
安
全
保
障
」
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

湾
岸
戦
争
・
台
湾
危
機
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
米
軍
迎
撃
体
制

　

解
放
軍
が一九
九
〇
年
代
以
降
大
々
的
に
軍
備
増
強
を
進
め
て
き
た
「
意

図
」
の
根
底
に
は
、一党
支
配
体
制
の
存
続
に
対
す
る
共
産
党
の
拭
い
難
い

不
安
、
危
機
感
が
存
在
す
る
。
そ
の
直
接
的
な
原
因
は
、
天
安
門
事
件
に

象
徴
さ
れ
る
国
内
情
勢
の
不
安
定
化
お
よ
び
天
安
門
事
件
以
降
の
国
際
情

勢
で
あ
っ
た
。

　

天
安
門
事
件
は
、
中
国
共
産
党
の
国
内
に
お
け
る
権
威
の
著
し
い
低
下

を
露
呈
さ
せ
る
と
と
も
に
、
中
国
共
産
党
と
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
先
進

民
主
主
義
諸
国
と
の
間
の
価
値
観
を
め
ぐ
る
対
立
を
再
浮
上
さ
せ
た
。

そ
う
し
た
対
立
が
解
消
さ
れ
な
い
な
か
で
一
九
九
〇
年
に
勃
発
し
た
湾
岸

戦
争
で
米
国
を
中
心
と
す
る
民
主
主
義
諸
国
の
連
合
軍
が
解
放
軍
よ
り

も
先
進
的
な
兵
器
体
系
を
有
し
て
い
た
イ
ラ
ク
軍
を
い
と
も
簡
単
に
無

力
化
し
た
こ
と
は
、「
中
国
共
産
党
の
安
全
保
障
」
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
っ

た
。
つ
ま
り
、
共
産
党
の
一
党
支
配
と
相
容
れ
な
い
価
値
観
を
信
奉
す
る

米
国
お
よ
び
欧
州
主
要
国
が
一
国
の
独
裁
体
制
を
瓦
解
さ
せ
る
「
意

図
と
能
力
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
た
中
国
共
産

党
は
、米
軍
に
対
抗
し
得
る
「
能
力
」
を
解
放
軍
に
保
有
さ
せ
な
い
限
り
、

そ
の
支
配
体
制
の
安
全
を
確
保
で
き
な
い
と
い
う
認
識
を
育
む
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
解
放
軍
の
「
意
図
」
は
、一
九
九
〇
年
以
降
、
共
産
党
の

一
党
支
配
体
制
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
と
見
な
さ
れ
た
米
国
の
軍
事
力
に

対
抗
し
得
る
陣
容
を
整
え
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
九
〇
年
代
か
ら
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
解
放
軍
の
大
規
模
な
増
強
は
、

世
界
最
強
の
米
軍
に
対
抗
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
迫
観
念
に
駆
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
強
迫
観
念
を
今
日
に
至
る
ま
で
固
定
化
さ
せ
た
の
が
、

一九
九
〇
年
代
に
入
り
新
た
な
様
相
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
台
湾
問
題
で

あ
っ
た
。
九
〇
年
代
に
お
け
る
台
湾
の
民
主
化
の
過
程
で
顕
在
化
し
た
独
立

を
希
求
す
る
動
き
は
、
社
会
主
義
路
線
の
事
実
上
の
破
綻
、
天
安
門
事
件
、

経
済
発
展
に
伴
う
格
差
拡
大
や
汚
職
蔓
延
な
ど
に
よ
っ
て
著
し
く
損
な
わ



42外交 Vol.10

れ
た
共
産
党
の
権
威
に
対
す
る
致
命
傷
と
な
り
か
ね
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。

一九
九
五
年
、
九
六
年
の
台
湾
海
峡
危
機
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
共
産
党
内

で
は
「
中
国
共
産
党
の
安
全
保
障
」
を
脅
か
す
公
算
の
高
い
台
湾
独
立
の

動
き
を
効
果
的
に
牽
制
す
る
た
め
に
は
、
台
湾
有
事
の
際
に
介
入
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
米
軍
を
迎
撃
で
き
る
陣
容
を
解
放
軍
が
整
え
、
米
国
の

軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
後
ろ
盾
に
し
よ
う
と
す
る
独
立
派
の
思
惑
を
挫
く
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
論
理
か
ら
共
産
党
は
、一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
米
中
関
係

が
安
定
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
放
軍
の
海
・
空
・
ミ
サ
イ
ル
戦
力
の

増
強
を
進
め
、台
湾
有
事
の
際
に
米
国
の
太
平
洋
艦
隊
（
第
三
、第
七
艦
隊
）

の
通
り
道
と
な
る
東
シ
ナ
海
、
南
西
諸
島
周
辺
海
域
、
西
太
平
洋
、
な
ら

び
に
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
展
開
す
る
米
第
五
艦
隊
の
通
り
道
と
な
る
南
シ
ナ
海
に

お
け
る
迎
撃
態
勢
の
構
築
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

東
シ
ナ
海
と
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
解
放
軍
の
活
動
の
活
発
化
は
、
同
海

域
に
お
い
て
島
嶼
の
領
有
、
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
の
境
界
画
定
、

海
底
資
源
開
発
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
中
国
と
の
間
に
問
題
・
課
題
を
抱
え
て
い

た
周
辺
諸
国
の
不
安
を
煽
り
、
中
国
の
経
済
発
展
が
こ
の
ま
ま
数
十
年
続

く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
先
入
観
と
相
ま
っ
て
、
台
頭
す
る
中
国
に
よ
る
国

際
秩
序
へ
の
挑
戦
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
醸
成
さ
れ
る一因
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
現
実
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
壮
大
な
物
語
で
は

な
く
、
民
衆
の
支
持
を
失
い
つ
つ
あ
る
支
配
者
が
自
己
の
ア
キ
レ
ス
腱
を
必

死
に
守
ろ
う
と
し
て
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
用
心
棒
の
数
を
増
や
し
、
見
回

り
の
範
囲
を
拡
げ
て
い
る
と
い
う
光
景
で
あ
る
。

　

概
し
て
い
え
ば
、
解
放
軍
の
「
意
図
」
は
、
究
極
的
に
は
中
国
共
産
党
の

権
力
と
既
得
権
益
を
守
り
続
け
る
こ
と
で
あ
り
、一九
九
〇
年
代
以
降
、
そ

の
「
意
図
」
の
焦
点
は
、
共
産
党
の
支
配
体
制
の
存
亡
に
直
結
し
か
ね
な
い

台
湾
を
め
ぐ
る
米
軍
と
の
交
戦
を
想
定
し
た
「
能
力
」
の
獲
得
に
置
か
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

数
の
論
理
で
は
図
れ
な
い
「
能
力
」

　
一九
九
〇
年
代
に
解
放
軍
が
設
定
し
た
「
意
図
」
は
、解
放
軍
の
「
能
力
」

か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
解
放
軍
は
、
六
〇
年

代
半
ば
ま
で
に
旧
ソ
連
か
ら
導
入
し
た
軍
事
技
術
を
基
盤
と
し
た
骨
董
品

の
よ
う
な
兵
器
体
系
を
持
っ
た
「
後
れ
た
軍
隊
」
で
あ
っ
た
。
解
放
軍
は
、

九
〇
年
代
ま
で
日
進
月
歩
の
軍
事
変
革
の
流
れ
か
ら
ほ
ぼ
完
全
に
遮
断
さ

れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

絶
え
ず
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
世
界
最
先
端
の
米
軍
の
兵
器
体
系

に
対
抗
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
意
図
」
と
米
軍
の
兵
器
体
系
よ
り
も

三
〇
年
以
上
遅
れ
た
兵
器
体
系
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
い
う「
能
力
」

と
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
は
、一九
九
〇
年
代
以
降
展
開
さ
れ
た
共
産
党
に
よ

る
解
放
軍
の
大
々
的
な
増
強
の
主
た
る
要
因
と
な
っ
た
。
共
産
党
は
、
先
進

諸
国
と
の
経
済
関
係
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
富
を
ソ
連
崩
壊
後
に
関
係
が
改
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善
し
た
ロ
シ
ア
か
ら
の
兵
器
購
入
に
充
て
る
と
い
う
手
法
で
、解
放
軍
の「
意

図
」
と
「
能
力
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
、
解
放
軍
は
、
ソ
連
が
一九
七
〇
年
代
に
開
発
し
た
軍
事
技
術

に
基
づ
く
兵
器
体
系
を
備
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
解
放
軍
の
急
速
な
近
代
化

を
象
徴
す
る
Ｓｕ
‐
27
戦
闘
機
、
キ
ロ
級
潜
水
艦
、
ソ
ブ
レ
メ
ン
ヌ
イ
級
駆

逐
艦
は
、
い
ず
れ
も
七
〇
年
代
に
開
発
が
進
め
ら
れ
た
兵
器
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
解
放
軍
の
兵
器
体
系
は
、
こ
こ
二
〇
年
ほ
ど
の
間
に
大
幅
に
改
良
さ
れ

た
と
い
え
る
が
、
米
国
の
最
先
端
の
兵
器
体
系
に
比
べ
れ
ば
、
依
然
と
し
て

そ
の
後
進
性
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
Ｓｕ
‐
27
戦
闘
機
、
あ
る
い
は
そ
の
改
良
型
の
Ｓｕ
‐
30
戦
闘
機
は
、
日

本
の
主
力
戦
闘
機
Ｆ
‐
15
と
同
じ
第
四
世
代
の
戦
闘
機
と
い
わ
れ
て
お
り
、

解
放
軍
は
、
こ
れ
ら
の
機
種
を
含
め
第
四
世
代
の
戦
闘
機
を
三
〇
〇
機
以

上
保
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
航
空
自
衛
隊
の
保

有
す
る
第
四
世
代
戦
闘
機
は
、
Ｆ
‐
15
戦
闘
機
約
二
〇
〇
機
、
Ｆ
‐
２
戦

闘
機
約
九
〇
機
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、一
見
、
解
放
軍
の
空
軍
力
が
自
衛

隊
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。

　

し
か
し
、
ハ
イ
テ
ク
戦
争
時
代
に
お
い
て
軍
隊
の
作
戦
遂
行
能
力
を
比
較

す
る
場
合
、
数
の
論
理
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
最
先
端
の
制
空
戦
を

遂
行
す
る
に
は
、
戦
闘
機
を
揃
え
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
高
性
能

レ
ー
ダ
ー
で
敵
情
を
把
握
し
、
そ
れ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
戦
闘
機
に
伝
え
、

多
数
の
戦
闘
機
が
体
系
的
に
作
戦
を
遂
行
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
Ｃ
４

Ⅰ
（
指
揮
・
統
制
・
通
信
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
情
報
）
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

て
い
る
こ
と
が
大
前
提
に
な
る
。
制
空
戦
の
場
合
、
Ｃ
４
Ⅰ
の
要
は
、
空
中

警
戒
管
制
機
（
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
が
担
う
。
と
こ
ろ
が
、
解
放
軍
は
、
い
ま
だ

に
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
開
発
・
試
験
を
お
こ
な
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
仮
に
こ

れ
が
本
格
的
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
中
国
の
独
自
技
術
で
開
発

さ
れ
た
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
が
米
国
産
の
も
の
よ
り
優
れ
て
い
る
可
能
性
は
き
わ
め

て
低
い
。

　

米
軍
は
、
既
に
第
四
世
代
戦
闘
機
を
三
〇
年
以
上
運
用
し
て
き
た
な
か

で
、
数
多
く
の
実
戦
経
験
に
基
づ
く
デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
豊
富
に
蓄
積
し

て
お
り
、
第
四
世
代
戦
闘
機
を
用
い
た
作
戦
遂
行
に
習
熟
し
て
い
る
。
そ
れ

と
は
対
照
的
に
、
Ｓｕ
‐
27
や
Ｓｕ
‐
30 

は
、
実
戦
で
本
格
的
に
運
用
さ
れ

た
経
歴
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
解
放
軍
も
こ
の
世
代
の
戦
闘
機
を
用
い
た
作
戦

遂
行
に
関
し
て
は
見
習
い
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

　

要
す
る
に
、
解
放
軍
は
、
十
数
年
の
歳
月
を
か
け
て
な
ん
と
か
第
四

世
代
の
戦
闘
機
を
一
定
程
度
揃
え
た
も
の
の
、
そ
の
包
括
的
な
作
戦
遂

行
能
力
は
依
然
と
し
て
き
わ
め
て
初
歩
的
な
水
準
に
留
ま
っ
て
お
り
、

い
ま
だ
先
進
国
の
水
準
に
は
遠
く
及
ば
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
米

軍
が
既
に
Ｆ
‐
22
に
代
表
さ
れ
る
第
五
世
代
戦
闘
機
の
配
備
を
進
め
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
米
軍
に
対
抗
し
得
る
作
戦
遂
行
能
力
の
入
手
と

い
う
解
放
軍
の
目
標
は
、
ま
す
ま
す
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
低
い
も
の

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
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海
軍
の
実
態
も
空
軍
の
そ
れ
と
大
差
な
い
。
解
放
軍
海
軍
は
、
新
型

艦
艇
の
就
役
を
進
め
て
い
る
が
、
い
か
ん
せ
ん
そ
の
技
術
は
基
本
的
に
ロ

シ
ア
の
一
昔
前
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
水
上
戦
力
は
、
米
海
軍
や
海
上
自

衛
隊
と
比
べ
る
と
は
な
は
だ
見
劣
り
す
る
。
そ
の
技
術
面
で
の
致
命
的

な
弱
点
は
、
Ｃ
４
Ⅰ
の
後
れ
と
防
空
能
力
の
低
さ
に
あ
る
。
解
放
軍
の

海
軍
は
、
約
九
〇
〇
隻
の
艦
艇
を
保
有
し
て
い
る
が
、
初
歩
的
な
Ｃ
４
Ⅰ

シ
ス
テ
ム
を
共
有
し
、
外
洋
に
お
い
て
一
定
程
度
近
代
戦
に
適
用
で
き
る

と
み
ら
れ
る
水
上
艦
艇
は
い
ま
だ
に
十
数
隻
に
留
ま
っ
て
い
る
と
推
察
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
弱
点
が
克
服
さ
れ
な
い
限
り
、空
母
を
導
入
し
て
も
、

有
事
の
際
に
は
格
好
の
標
的
に
な
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。

　

か
つ
て
の
ド
イ
ツ
や
ソ
連
の
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
水
上
で
優
位

性
を
保
て
な
い
海
軍
は
、
水
中
に
も
ぐ
る
。
解
放
軍
も
こ
れ
ら
の
先
例

に
倣
っ
て
潜
水
艦
戦
力
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
解
放
軍
が
保
有

し
て
い
る
キ
ロ
級
潜
水
艦
は
、
連
続
潜
航
時
間
が
米
海
軍
の
原
潜
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
短
く
、
長
距
離
・
長
期
間
の
作
戦
に
は
適
さ
な

い
も
の
の
、
静
粛
性
が
高
い
た
め
、
台
湾
や
南
西
諸
島
の
近
海
で
の
短
期

待
伏
せ
攻
撃
に
用
い
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
解
放

軍
は
、
台
湾
有
事
の
際
の
潜
水
艦
に
よ
る
迎
撃
能
力
は
、
一
定
程
度
保

有
し
て
い
る
と
評
価
し
得
る
。

　

し
か
し
、
南
西
諸
島
周
辺
海
域
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
い
わ
れ
る
日
本
の
対
潜
哨
戒
網
を
突
破
し
、
米
海
軍
を
能
動
的
に

攻
撃
す
る
に
は
、
航
行
速
度
が
速
く
、
静
粛
性
が
高
く
、
潜
航
時
間
の
長

い
高
性
能
原
潜
が
不
可
欠
と
な
る
。
解
放
軍
は
、
原
潜
を
数
隻
保
有
し
て

い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
試
作
段
階
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
と
て
も
戦

力
と
は
呼
べ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
中
国
の
国
家
海
洋
局
が
そ
の
白
書
の
な
か
で
も
認
め
て
い
る
よ

う
に
、
中
国
は
南
西
諸
島
周
辺
海
域
や
西
太
平
洋
の
海
洋
デ
ー
タ
す
ら
充

分
に
蓄
積
し
て
お
ら
ず
、
解
放
軍
に
よ
る
同
海
域
で
の
艦
隊
運
用
も
近
年
よ

う
や
く
始
動
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
解
放
軍
が
調
査
船
を
使
っ
て
海
洋
デ
ー

タ
を
集
め
、
外
洋
艦
隊
の
真
似
事
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
に
お
い
て一〇
〇
年
以
上
の
活
動
実
績
を
持
ち
、
同
地
域
に
空
母
六
隻

を
充
て
、
原
潜
戦
力
を
集
中
さ
せ
つ
つ
あ
る
百
戦
錬
磨
の
米
海
軍
に
対
し
て

圧
倒
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
と
い
う
現
実
は
容
易
に
は
変
わ
ら
な
い
。

解
放
軍
を
対
象
と
し
た
外
交
努
力
が
必
要

　

近
年
、
米
国
の
国
防
総
省
は
、
中
国
を
「
戦
略
的
岐
路
に
あ
る
国
家
」

と
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
国
は
、
将
来
軍
事
的
に
米
国
お

よ
び
既
存
の
国
際
秩
序
に
挑
戦
す
る
道
を
選
ぶ
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
う
し

た
道
を
断
念
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
が
米
国
の
中
国
の
軍
事
力
に
対

す
る
評
価
な
の
で
あ
る
。
国
防
総
省
は
、
中
国
が
過
去
二
〇
年
続
け
た
軍

備
増
強
の
ペ
ー
ス
を
仮
に
今
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
数
十
年
後
に
米
国
に
対
し
て
軍
事
的
に
挑
戦
し
得
る
だ
け
の
態
勢
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を
整
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
米
国
は
今
後
そ

う
し
た
シ
ナ
リ
オ
を
念
頭
に
入
れ
た
国
防
体
制
を
構
築
す
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
が
実
現
し
な
い
可
能
性
は
十
二
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
少
な
か
ら
ぬ
専
門
家
が
危
惧
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
経

済
が
近
い
将
来
失
速
・
破
綻
す
れ
ば
、
共
産
党
は
、
解
放
軍
を
米
軍
並
み

に
強
大
化
す
る
た
め
の
財
政
的
基
礎
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

シ
ナ
リ
オ
が
実
現
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
が
侮
れ
な
い
た
め
に
、
米
国
は
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
米
軍
増
強
や
同
盟
国
と
の
連
携
強
化
と
い
っ
た
内
容

の
予
防
措
置
を
と
り
、
解
放
軍
に
そ
の
「
意
図
」
の
見
直
し
を
迫
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

日
本
は
、
米
国
の
同
盟
国
と
し
て
、
こ
の
予
防
措
置
に
お
い
て
一
定
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
末
に
確
定
し
た
新
た
な
防

衛
大
綱
お
よ
び
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
お
い
て
示
さ
れ
た
南
西
諸
島
の

防
衛
体
制
の
強
化
と
い
う
方
針
や
近
年
着
実
に
実
績
を
重
ね
て
い
る
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）諸
国
と
の
安
全
保
障
協
力
の
緊
密
化
は
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
既
存
の
秩
序
を
補
強
す
る
う
え
で
の
重

要
な
布
石
と
な
っ
た
と
評
価
し
得
る
。

　

そ
の一
方
で
、
日
本
政
府
は
、
二
〇
〇
六
年
以
降
、
中
国
と
の
戦
略
的
互

恵
関
係
の
構
築
を
進
め
、
東
シ
ナ
海
を
「
平
和
・
協
力
・
友
好
の
海
」
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
東
シ
ナ
海
の
緊
張
緩
和
を
図
ろ
う
と
試
み
て
き
た
。
こ

の
間
、
東
シ
ナ
海
の
ガ
ス
田
の
共
同
開
発
に
日
中
両
政
府
が
合
意
す
る
な
ど

の
成
果
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
周
知
の
と
お
り
、
東
シ
ナ
海
や
南
西
諸
島
周

辺
海
域
に
お
け
る
解
放
軍
の
活
動
は
、一向
に
沈
静
化
し
な
か
っ
た
。

　

中
国
共
産
党
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
東
シ
ナ
海
の
海
底
資
源
を
日
本
と

共
同
開
発
す
る
こ
と
は
、
台
湾
の
中
国
か
ら
の
分
離
を
阻
止
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
た
軍
事
的
措
置
を
控
え
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
従
来
型
の
中
国
外
交
部
を
主
た
る
相
手
と
し
た
外
交

努
力
に
加
え
て
、
解
放
軍
総
部
を
視
野
に
入
れ
た
外
交
努
力
を
強
化
す
る

こ
と
が
日
本
政
府
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

　

解
放
軍
の
「
意
図
」
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
対
外
配
慮
を
欠
い
た
行
動
は
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
緊
張
増
大
を
招
い
て
お
り
、
日
本
の
み

な
ら
ず
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
多
く
の
国
に
と
っ
て
受
け
容
れ
難
い
も

の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
中
国
社
会
に
も
多
大
な
負
担
と
犠
牲
を
強

い
る
も
の
で
あ
り
、
長
期
的
に
は
「
中
国
共
産
党
の
安
全
保
障
」
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
解
放
軍
総
部
を
対
象

と
し
た
日
本
の
外
交
努
力
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
諸
国
と
の
多
国
間

安
全
保
障
協
力
の
枠
組
み
強
化
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
解

放
軍
の「
意
図
」の
実
現
に
向
け
た
努
力
が
徒
労
に
終
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、

中
国
を
危
機
的
状
況
に
陥
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
現
実
を
解
放
軍
に

直
視
さ
せ
る
と
い
う
点
に
目
標
を
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
■


